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◎
　
二
〇
一
九
年
度
大
会
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日
）

【
研
究
報
告
】

吉
田　

拓
矢
「
日
本
古
代
に
お
け
る
日
蝕
─
予
報
に
関
す
る
検
証
を
中
心
に

─
」

野
口
飛
香
留
「
中
世
後
期
に
お
け
る
陰
陽
師
と
禅
僧
」

安
酸　

香
織
「
18
世
紀
ウ
ィ
ー
ン
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
両
宮
廷
に
お
け
る
シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
司
教
」

【
講　
　

演
】

宇
山　

智
彦
（
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

「
中
央
ア
ジ
ア
近
現
代
史
か
ら
見
る
比
較
帝
国
論
─
協
力
／
抵
抗
論
の
脱

ド
グ
マ
化
の
た
め
に
─
」

追
塩　

千
尋
（
北
海
学
園
大
学
）

「
聖
徳
太
子
（
５
７
４
～
６
２
２
、
異
説
あ
り
）
信
仰
研
究
の
課
題
」

◎
　
二
〇
一
九
年
度
総
会
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日
）

総
会
に
て
北
大
史
学
会
の
委
員
・
会
計
監
査
が
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

〔
委　
　

員
〕�

大
田
敬
子
・
白
木
沢
旭
児
・
橋
本
雄
・
井
上
敬
介
・
砂
田
徹
・

高
瀬
克
範
・
野
口
飛
香
留
・
高
橋
稜
央
・
清
水
康
宏
・
筒
井
彦

七
郎

〔
会
計
監
査
〕
松
嶌
明
男

次
に
二
〇
一
八
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
収　

入

前
年
度
繰
越
金�

八
八
八
、一
一
一
円

二
〇
一
八
年
度
収
入�

四
一
〇
、七
二
二
円

（
内
訳
）会

費�

三
八
八
、〇
〇
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）�

五
、〇
〇
〇
円

抜
刷
代
立
替
返
却
分�

九
、七
二
〇
円

会
誌
販
売
代
金�

八
、〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息�

二
円

合
計�

一
、二
九
八
、八
三
三
円

Ⅱ
．
支　

出

二
〇
一
八
年
度
支
出�

三
二
九
、二
四
二
円

（
内
訳
）

『
北
大
史
学
』
五
八
号
・『
史
筵
』
一
六
号
出
版
費
用

（
印
刷
代
〈
含
・
抜
刷
代
〉
お
よ
び
振
込
手
数
料
）�

二
九
五
、九
二
〇
円

郵
送
費

（『
北
大
史
学
』
発
送
、
ゲ
ラ
発
送
、
抜
刷
発
送
）�

二
二
、八
九
八
円

事
務
費
用
（
封
筒
、
ノ
ー
ト
、
領
収
書
、
の
り
）�

一
、三
九
〇
円

交
通
費

（『
北
大
史
学
』
発
送
：
中
央
局
へ
の
タ
ク
シ
ー
代
）�

二
、〇
九
〇
円

振
替
用
紙
印
字
サ
ー
ビ
ス
代�

三
〇
二
円

彙　

報
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ネ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
代
金�

六
、六
四
二
円

次
年
度
繰
越
金�

九
六
九
、五
九
一
円

合
計�

一
、二
九
八
、八
三
三
円

◎
　�

二
〇
一
八
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会�

（
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
）

【
卒
業
論
文
発
表
】

大
森　

進
一
「
平
安
時
代
に
お
け
る
牧
の
経
営
」

三
浦　

一
将
「
満
洲
国
の
国
家
構
造
」

白
川
部
慶
太
「
三
藩
の
乱
と
清
初
地
域
社
会
」

林
原
久
瑠
美
「
20
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
解
放
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
」

遠
藤　
　

麟
「
北
大
植
民
学
関
係
者
と
移
植
民
」

【
修
士
論
文
発
表
】

工
藤　

正
智
「
藩
と
関
所
」

若
槻　

稜
麿
「
1
9
7
0
～
80
年
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
史
考
─
ロ
ー
カ

ル
ク
ラ
ブ
の
持
続
性
に
着
目
し
て
─
」

◎
　�

月
例
研
究
会

特
別
例
会
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
済
州
島
を
め
ぐ
る

東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史
」（
二
〇
一
九
年
七
月
二
五
日
）

【
講　

演
】

金　
　

善
民
（
韓
国
・
淑
明
大
学
校
）「
済
州
島
と
古
代
の
日
本
」

山
内　

晋
次
（
神
戸
女
子
大
学
）「
対
馬
島
・
済
州
島
の
ミ
カ
ン
と
女
真
の
馬
─

中
華
と
し
て
の
高
麗
─
」

藤
田　

明
良
（
天
理
大
学
）「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
“
盗
賊
島
”
─
琉
球
王
子
殺

害
事
件
の
真
相
─
」

【
コ
メ
ン
ト
】

大
西　

信
之
（
中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校
）

◎
　
二
〇
一
八
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
学
士
論
文
題
目

【
日
本
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

上
田　

哲
司
「
十
六
～
十
八
世
紀
に
お
け
る
北
日
本
の
境
界
領
域
と
ア
イ
ヌ
社

会
」

髙
鳥　
　

廉
「
室
町
時
代
に
お
け
る
政
治
秩
序
の
形
成
と
顕
密
・
禅
宗
寺
院
の

歴
史
的
位
置
」

宮
本　

花
恵
「
近
世
浄
土
宗
と
蝦
夷
地
」

●
修
士
論
文

工
藤　

正
智
「
藩
と
関
所
」

富
永　

智
希
「
幕
末
維
新
期
の
江
川
農
兵
」

中
村　

有
希
「
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
期
の
煙
草
専
売
制
度
」

前
田　

康
貴
「
北
海
道
・
樺
太
間
航
路
と
地
域
経
済
」

吉
田　

拓
矢
「
日
本
古
代
に
お
け
る
日
蝕
」

●
学
士
論
文

大
橋　

修
也
「
日
本
古
代
に
お
け
る
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
に
つ
い
て
」

大
森　

雄
一
「
平
安
時
代
に
お
け
る
牧
の
経
営
」

小
山
内
森
律
「
宝
暦
度
朝
鮮
通
信
使
と
日
朝
交
渉
の
実
態
」

小
畑　

皓
恭
「
日
本
古
代
に
お
け
る
固
関
に
つ
い
て
」

亀
田　

侑
美
「
内
海
船
と
大
坂
市
場
」

菊
地　

良
介
「
中
世
に
お
け
る
音
楽
官
司
別
当
職
の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
」

清
永　

寛
人
「
頼
山
陽
来
遊
以
後
の
近
世
に
お
け
る
耶
馬
渓
」
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佐
々
木
夢
乃
「
近
世
和
歌
山
城
下
町
に
お
け
る
非
人
身
分
」

佐
藤　
　

匠
「
千
歳
線
別
線
線
増
と
札
幌
市
地
区
改
良
に
よ
る
物
流
構
造
の
変

化
」

新
藤　

将
太
「
神
戸
事
件
と
開
国
和
親
」

鈴
木　

良
昌
「
近
代
日
本
の
海
軍
大
学
校
と
将
校
団
」

高
杉　

太
郎
「
尾
崎
秀
実
の
中
国
論
」

高
橋　

典
宏
「
昭
和
戦
中
期
の
軍
事
援
護
事
業
」

蓼
内　

稀
一
「
近
衛
内
閣
と
第
一
次
声
明
」

西
島
裕
之
介
「
平
城
天
皇
の
研
究
」

新
田　

あ
ゆ
「
白
虹
事
件
と
新
聞
」

細
井　
　

史
「
本
多
勝
一
の
思
想
史
的
位
置
」

三
浦　

一
将
「
満
洲
国
の
国
家
構
造
」

森　
　

奎
介
「
永
禄
年
間
末
期
に
お
け
る
上
杉
氏
・
武
田
氏
間
和
平
調
停
」

森　
　

隼
人
「
在
朝
日
本
人
の
生
活
」

山
本　

広
大
「
ソ
連
参
戦
時
に
お
け
る
日
本
人
の
対
ソ
観
」

吉
田　

朋
生
「
天
明
期
の
松
前
藩
財
政
と
場
所
請
負
制
の
転
換
」

【
東
洋
史
学
研
究
室
】

●
学
士
論
文

神
田　

泰
輝
「
雍
正
年
間
清
朝
地
方
官
の
日
本
対
策
」

白
川
部
慶
太
「
三
藩
の
乱
と
清
初
地
域
社
会
」

西
川　
　

達
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
国
家
論
の
変
遷
─
バ
ン
ナ
ー
と
フ
ダ
イ

ビ
ー
の
思
想
比
較
か
ら
─
」

西
嶋　

尚
義
「
一
一
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
に
於
け
る
民
族
と
学
問
の
分
類
─
サ
ー

イ
ド
・
ア
ル
＝
ア
ン
ダ
ル
ス
ィ
ー
（d.1070

）
の
著
作
か
ら
─
」

蒔
苗　

佳
織
「
一
九
世
紀
前
半
カ
ス
ピ
海
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
イ
ラ
ン
貿
易
」

町
田　

太
志
「
五
胡
北
朝
期
胡
族
政
権
に
お
け
る
漢
族
有
力
者
の
擡
頭
」

松
本
啓
太
郎
「「
蒙
疆
政
権
」
の
教
育
政
策
」

頼
岡　
　

稔
「
九
世
紀
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
に
お
け
る
グ
ラ
ー
ム
の
忠
誠
と
離
反
」

【
西
洋
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

鈴
木　

山
海
「
1
654


年
「
帝
国
宮
内
法
院
令
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

安
酸　

香
織
「
近
世
ア
ル
ザ
ス
を
め
ぐ
る
権
力
秩
序
─
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
・
フ

ラ
ン
ス
王
・
帝
国
等
族
─
」

●
修
士
論
文

若
槻　

稜
磨
「
1
9
7
0
─
80
年
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
史
再
考
─
ロ
ー

カ
ル
ク
ラ
ブ
の
持
続
性
に
着
目
し
て
─
」

土
居
奈
津
美
「
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
円
形
闘
技
場
に
関
す
る
考
察
─
共
和
政

か
ら
帝
政
へ
の
移
行
に
伴
う
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
─
」

牧
口
健
太
郎
「
ネ
ル
ウ
ァ
の
皇
帝
位
継
承
と
再
評
価
─
国
庫
・
近
衛
隊
・
元
老

院
議
員
の
役
割
─
」

淺
沼　
　

航
「
14
世
紀
ド
イ
ツ
の
鞭
打
苦
行
運
動
と
民
衆
の
信
仰
」

笹
井　

泰
宏
「
16
、
17
世
紀
に
お
け
る
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
宗
派
併
存
」

辻　
　

ゆ
り
「
19
世
紀
パ
リ
の
人
々
は
音
楽
を
ど
う
聴
い
た
か
」

●
学
士
論
文

黒
川　

智
矢
「
エ
ジ
プ
ト
属
州
の
成
立
」

川
上　

雄
大
「
ド
ム
ス
・
ア
ウ
レ
ア
（
黄
金
宮
）
建
築
か
ら
み
る
ネ
ロ
帝
像
の

再
検
討
」

下
舘　

洋
輔
「
ス
タ
ー
リ
ン
期
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
民
族
政
策
と
民
族
主

義
」

木
藤　

綾
佳
「
ス
ペ
イ
ン
・
ト
レ
ド
に
お
け
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
6
世
の
統
治
政

策
」

沼
尾　

汐
里
「
戦
後
英
国
の
人
種
主
義
と
パ
ウ
エ
リ
ズ
ム
」
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林
原
久
瑠
実
「
20
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
解
放
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
」

松
本　

一
也
「
20
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
ダ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ュ
ー
ト
産
業
衰
退

の
考
察
」

旦
尾　

尚
功
「
中
世
南
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
カ
タ
リ
派
の
共
同
体
」

畑
島　

由
依
「
三
十
年
戦
争
と
ハ
ン
ブ
ル
ク
」

鈴
木　

亮
佑
「
ド
イ
ツ
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
7
世
の
王
国
統
治
」

清
水　

康
宏
「
1
64

0
年
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
反
乱
」

【
歴
史
文
化
論
講
座
】

●
学
士
論
文
（
歴
史
学
分
野
の
み
）

遠
藤　
　

麟
「
北
大
植
民
学
関
係
者
と
移
植
民
─
拓
殖
計
画
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

に
着
目
し
て
─
」

相
武　

大
輝
「
戦
時
期
の
経
済
俱
楽
部
─
経
済
倶
楽
部
の
役
割
と
そ
の
具
体
的

な
講
演
内
容
を
中
心
に
─
」

玉
置　

志
乃
「
東
亜
新
秩
序
と
日
米
関
係
」

【
北
方
文
化
論
講
座
】

●
博
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

今
泉　

和
也
「
古
典
期
前
期
マ
ヤ
に
お
け
る
国
家
形
成
の
研
究
─
三
足
円
筒
土

器
と
「
テ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
の
影
響
」
─
」

●
学
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

龍
田　

桃
子
「
土
器
型
式
分
布
域
の
拡
大
・
縮
小
に
つ
い
て
─
北
海
道
石
狩
低

地
帯
及
び
周
辺
に
お
け
る
続
縄
文
期
前
半
を
対
象
と
し
て
─
」

（
考
古
学
）

安
井　

あ
い
「
縄
文
文
化
の
土
偶
造
形
研
究
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
つ
い

て
」

◎
　
研
究
室
便
り

〈
日
本
史
学
研
究
室
〉

　

大
学
学
事
暦
の
今
年
度
か
ら
、
改
組
に
伴
っ
て
文
学
研
究
科
日
本
史
学
講
座

か
ら
文
学
院
歴
史
学
講
座
日
本
史
学
研
究
室
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
併

せ
て
、
旧
歴
史
文
化
論
講
座
か
ら
権
錫
永
先
生
を
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
権

先
生
の
指
導
学
生
（
院
生
お
よ
び
学
部
学
生
）
も
日
本
史
学
研
究
室
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
後
期
よ
り
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研
修
か
ら
谷
本
晃

久
先
生
が
復
帰
さ
れ
、
現
在
、
教
員
合
計
七
名
の
体
制
で
研
究
・
教
育
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
事
務
補
助
員
の
川
本
愛
さ
ん
に
も
、
ひ
き
つ
づ
き
研
究
室
運

営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
前
期
（
四
月
～
八
月
）
に
は
、
客
員
研
究
員
と
し
て
金
善
民

先
生
（
淑
明
女
子
大
学
校
）
を
お
迎
え
し
、
北
大
史
学
会
特
別
例
会
・
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
済
州
島
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史
」（
七
月
二
五
日
開

催
。
当
研
究
室
も
主
催
の
一
角
を
占
め
る
）
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

お
、
シ
ン
ポ
の
内
容
詳
細
は
、
北
大
史
学
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
月
例
研
究

会
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

学
生
諸
君
の
構
成
は
、
博
士
課
程
一
二
名
・
修
士
課
程
二
二
名
・
学
部
学
生

四
八
名
、
で
す
。
相
変
わ
ら
ず
の
大
所
帯
で
、
大
変
賑
や
か
に
、
か
つ
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
学
業
に
励
ん
で
い
る
様
子
が
随
処
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
な

か
か
ら
、
新
た
な
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

学
部
二
年
生
に
よ
る
恒
例
の
研
修
旅
行
、
今
年
度
は
川
口
暁
弘
先
生
の
引
率

で
、
東
京
を
巡
り
ま
し
た
（
九
月
一
七
日
～
二
〇
日
）。
国
会
図
書
館
憲
政
資

料
室
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
、
普
段
決
し
て
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
場

所
を
見
学
し
ま
し
た
。
出
発
日
に
一
人
遅
刻
す
る
と
い
う
珍
事
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
外
は
至
っ
て
順
調
で
し
た
。

　

各
時
代
の
ゼ
ミ
や
自
主
ゼ
ミ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
動
い
て
い
ま
す
。
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古
代
史
で
は
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
一
〇
月
末
に
奈
良

の
見
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
正
倉
院
展
・
平
城
宮
跡
資
料
館
な
ど
を
見
学

致
し
ま
し
た
。

　

近
世
史
で
は
、
九
月
一
七
～
一
九
日
に
恒
例
の
近
世
史
ゼ
ミ
夏
合
宿
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
東
北
大
学
佐
藤
大
介
ゼ
ミ
と
合
同
で
、
宮
城
県
丸
森

町
の
修
験
寺
院
・
宗
吽
院
の
調
査
を
行
な
い
、
ク
ナ
シ
リ
・
ヱ
ト
ロ
フ
関
連
文

書
に
触
れ
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

近
代
史
で
は
、
川
口
・
権
・
白
木
沢
院
ゼ
ミ
の
合
同
夏
合
宿
が
定
山
渓
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
れ
ま
た
恒
例
の
史
料
調
査
合
宿
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
倶
知
安

風
土
館
に
て
同
町
史
編
さ
ん
関
係
資
料
を
合
同
で
調
査
し
、
目
録
を
作
成
し
ま

し
た
（
参
加
一
七
名
）。
加
え
て
、
北
広
島
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で

阿
部
仁
太
郎
資
料
を
調
査
し
、
目
録
を
作
成
し
ま
し
た
（
参
加
一
〇
名
）。

　

昨
年
度
学
窓
を
巣
立
た
れ
た
皆
さ
ん
は
、
博
士
三
名
、
修
士
五
名
、
学
士

二
二
名
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
輩
出
し
た
三
名
の
課
程
博
士
は
、
さ
ら
に
研
鑽
を
進
め
飛
躍
し
て
い
っ
て

い
た
だ
き
い
と
念
願
し
ま
す
。�
（
文
責　

橋
本　

雄
）

〈
東
洋
史
学
研
究
室
〉

　

本
年
四
月
の
改
組
を
経
て
、
本
研
究
室
は
文
学
院
人
文
学
専
攻
歴
史
学
講
座

東
洋
史
学
研
究
室
（
文
学
部
人
文
学
科
歴
史
学
・
人
類
学
コ
ー
ス
東
洋
史
学
研

究
室
）
と
な
り
、
慣
れ
親
し
ん
だ
東
洋
史
学
講
座
の
名
称
は
消
失
し
た
。

　

本
年
九
月
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
三
名
、
専
門
研
究
員
一
名
、

大
学
院
・
博
士
課
程
一
名
、
修
士
課
程
二
年
生
三
名
、
一
年
生
五
名
、
学
部
・

四
年
生
七
名
、
三
年
生
七
名
、
二
年
生
五
名
の
計
三
十
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
度
、
文
学
部
学
生
に
つ
い
て
は
、
研
究
室
の
教
員
を
指
導
教
員
と
す

る
卒
業
論
文
が
計
八
本
提
出
さ
れ
た
。
研
究
室
の
に
ぎ
や
か
さ
が
、
今
後
も
続

く
こ
と
を
願
う
。

　

博
士
課
程
へ
の
進
学
者
が
い
な
い
た
め
、『
史
朋
』
は
五
〇
号
を
も
っ
て
休

刊
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
談
話
会
そ
の
も
の
は
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

『
史
朋
』
休
刊
に
と
も
な
い
、
研
究
室
の
情
報
の
発
信
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
主

な
場
と
な
っ
た
が
、
談
話
会
の
情
報
も
含
め
、
そ
の
内
容
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

充
実
し
て
い
る
の
で
、
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
一
度
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

　

こ
の
一
年
間
の
研
究
室
の
出
来
事
は
以
下
の
通
り
。

　

ま
ず
、
今
回
の
改
組
に
と
も
な
っ
て
太
田
敬
子
氏
が
研
究
室
に
加
わ
っ
た
こ

と
を
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
告
す
る
。
今
後
、
佐
藤
健
太
郎
氏
と
地

中
海
世
界
の
東
と
西
を
分
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
研
究
室
の
特
長
と
な
る

研
究
領
域
の
存
在
が
、
国
内
外
の
学
術
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
早
速
九
月
に
は
、
佐
藤
氏
が
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
恩
師
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・

ア
ア
フ
ィ
ー
フ
氏
（
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
大
学
元
教
授
）
を
本
学
の
サ
マ
ー
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
に
招
聘
し
、「
ア
ラ
ブ
近
現
代
史
」
と
題
し
て
行
な
わ
れ
た

集
中
講
義
に
は
研
究
室
内
外
の
多
く
の
院
生
・
学
生
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
っ
て
院
生
・
専
門
研
究
員
と
し
て
研
究
室
を
支
え

て
く
れ
た
宮
崎
聖
明
氏
が
、
本
年
四
月
、
別
府
大
学
文
学
部
史
学
文
化
財
学
科

に
准
教
授
と
し
て
着
任
し
た
こ
と
を
、
も
う
一
つ
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
報
告
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
室
へ
の
様
々
な
貢
献
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。

　

な
お
、
す
で
に
恒
例
行
事
と
な
っ
た
感
の
あ
る
昨
年
一
〇
月
の
北
大
駅
伝
で

は
、
佐
藤
監
督
の
下
、
研
究
室
か
ら
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
O
B
か
ら
も
森
本

一
夫
・
長
峰
博
之
氏
が
参
加
し
て
軽
快
な
走
り
を
見
せ
、
今
野
毅
氏
が
は
る
ば

る
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。
ま
た
、
二
月
恒
例
の
「
追
い
コ
ン
」
は
、
洞
爺
湖
温

泉
に
て
開
催
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。�

（
執
筆
担
当　

吉
開
）
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〈
西
洋
史
学
研
究
室
〉

　

二
〇
一
九
年
度
を
迎
え
、
文
学
研
究
科
が
文
学
研
究
院
へ
改
組
転
換
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
西
洋
史
学
講
座
も
西
洋
史
学
研
究
室
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
改

組
で
は
、
文
学
研
究
科
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
名
前
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
様
々
な
実
質
的
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
西
洋
史
学
講
座
は
、
歴
史
文
化
論
講
座
か
ら
ア
メ
リ
カ
現
代
史
を
専

門
と
す
る
村
田
勝
幸
先
生
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
に
西
洋
史
学
研
究
室

を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
村
田
先
生
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
じ
歴

史
系
の
教
員
と
し
て
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
じ
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
肩
を
並
べ
て
働
い
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
現
代
史
と
い
う
従
来
の
西
洋
史
学
講
座
に

は
欠
け
て
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
村
田
先
生
と
い
う
優
れ
た
人
材
を
得

る
こ
と
に
よ
り
、
再
び
教
員
五
名
と
い
う
充
実
し
た
研
究
室
の
体
制
を
取
れ
た

こ
と
は
、
皆
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
村
田
先
生
に
は
、

講
座
の
壁
を
越
え
て
ア
メ
リ
カ
史
や
現
代
史
の
学
生
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
今
後
は
同
じ
研
究
室
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
日
常
的
に
緊
密

な
学
生
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ
ま
で
村
田
先
生

の
指
導
下
に
あ
っ
た
歴
史
文
化
論
講
座
の
ア
メ
リ
カ
史
の
学
生
諸
君
も
、
同
様

に
西
洋
史
学
研
究
室
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
該
分
野
の
学

生
た
ち
に
と
っ
て
は
親
し
く
切
磋
琢
磨
す
る
学
友
が
増
え
て
、
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
り
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
西
洋
史
学
研
究
室
の
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
五
名
の
教

員
は
、
研
究
室
主
任
の
砂
田
徹
先
生
（
古
代
ロ
ー
マ
史
）、
研
究
院
長
・
学
部

長
職
も
最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
山
本
文
彦
先
生
（
ド
イ
ツ
中
世
近
世
史
）、

長
谷
川
貴
彦
先
生
（
イ
ギ
リ
ス
近
現
代
史
・
歴
史
理
論
）、
村
田
勝
幸
先
生

（
ア
メ
リ
カ
現
代
史
）、
松
嶌
（
フ
ラ
ン
ス
近
現
代
史
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

松
嶌
は
本
年
度
か
ら
教
授
に
昇
格
し
、
さ
ら
に
本
年
度
の
後
期
は
サ
バ
テ
ィ
カ

ル
（
研
究
休
暇
）
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
が
改
組
転
換
の

初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
諸
々
の
事
情
か
ら
お
休
み
を
い
た
だ
く
後
期
の

大
学
院
科
目
を
全
て
前
期
に
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
改
組
に

伴
い
新
設
さ
れ
た
大
学
院
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
も
担
当
し
、
全
学
科
目
も
二
コ

マ
担
当
の
年
で
、
そ
れ
ら
諸
々
が
全
て
重
な
っ
た
前
期
の
あ
る
週
は
、
九
コ
マ

開
講
と
い
う
異
例
の
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
に
胸
を
高

鳴
ら
せ
る
前
に
、
前
期
末
に
は
授
業
準
備
の
負
担
で
燃
え
尽
き
て
ら
し
か
ら
ぬ

手
抜
か
り
が
増
え
、
色
々
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
学
生
諸
君
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
研
究
員
は
専
門
研
究
員
が
四

名
、
専
門
研
究
員
を
終
え
て
共
同
研
究
員
と
な
っ
た
者
が
一
名
で
す
。
大
学
院

生
は
博
士
課
程
後
期
に
二
名
、
修
士
課
程
に
九
名
が
所
属
し
ま
す
。
学
部
生
は

卒
業
論
文
作
成
年
度
の
者
が
二
十
二
名
、
三
年
生
が
十
二
名
様
、
二
年
生
が

十
六
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
例
年
通
り
、
就
職
事
情
等
を
反
映
し
て
、
博
士

課
程
後
期
が
少
な
く
、
修
士
以
下
が
厚
い
構
成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
博
士
課

程
後
期
進
学
者
を
増
や
す
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
責　

松
嶌
）

〈
北
方
文
化
論
講
座
〉

　

二
〇
一
八
年
度
の
北
方
文
化
論
講
座
（
考
古
学
、
文
化
人
類
学
、
博
物
館

学
、
民
族
言
語
学
）
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
教
員
三
名
、
博
士
後
期
課
程
十

名
、
修
士
課
程
一
二
名
、
学
部
生
一
六
名
の
、
計
四
一
名
で
す
。

　

考
古
学
分
野
で
は
、
夏
季
の
野
外
実
習
と
し
て
毎
年
恒
例
の
豊
浦
町
礼
文
華

遺
跡
発
掘
調
査
（
第
八
回
）
を
実
施
し
ま
し
た
（
二
〇
一
九
年
八
月
二
三
日
～

九
月
五
日
）。
今
年
は
、
イ
ル
カ
や
魚
を
解
体
し
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
場
所

が
発
見
さ
れ
、
ま
た
遺
跡
の
北
側
へ
の
広
が
り
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
例
年
ど
お
り
全
学
教
育
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
北
大
の
一
年
生
六
名
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
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に
（
八
月
二
八
日
～
八
月
三
〇
日
）、
現
地
説
明
会
（
九
月
一
日
）、
礼
文
華
小

学
校
児
童
の
体
験
発
掘
（
九
月
二
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
胆
振
東

部
地
震
の
た
め
一
年
生
対
象
の
集
中
授
業
を
中
止
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
通
常

の
実
習
に
引
き
続
き
一
般
教
育
演
習
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）
を
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
一
年
生
一
五
名
：
九
月
八
日
～
九
月
一
三

日
）。
今
年
も
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
た
豊
浦
町
教
育
委
員
会
・
豊
浦
町
役

場
・
豊
浦
町
郷
土
研
究
会
・
礼
文
華
地
区
の
方
々
に
、
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

小
杉
教
授
は
、
研
究
活
動
と
し
て
「
縄
文
文
化
『
続
縄
文
期
』
に
お
け
る
海

獣
狩
猟
集
落
の
研
究
」（
科
研
基
盤
c
）
を
継
続
し
て
行
い
、
調
査
期
間
中
に
は

上
記
実
習
生
の
受
け
入
れ
も
行
い
ま
し
た
（
八
～
九
月
：
豊
浦
町
）。
ま
た
、

奄
美
で
の
民
俗
誌
考
古
学
の
調
査
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
（
三
月
：
奄
美

大
島
・
喜
界
島
）。
学
内
で
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
北
大
歴

史
的
資
産
活
用
T
F
委
員
、
学
外
で
の
史
跡
垣
ノ
島
遺
跡
保
存
整
備
検
討
委
員

会
（
函
館
市
）、
北
海
道
文
化
財
保
護
審
議
会
（
北
海
道
）、
開
拓
使
本
庁
舎
跡

等
史
跡
の
保
存
活
用
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
（
北
海
道
）、
星
糞
峠
黒
曜
石

原
産
地
遺
跡
調
査
指
導
委
員
会
（
長
野
県
長
和
町
）
な
ど
を
通
じ
て
、
史
跡
の

整
備
・
活
用
や
文
化
財
保
護
へ
の
見
識
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
放
送
大
学
公
開
講
座
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
縄
文
文
化
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

─
北
日
本
の
考
古
学
─
」
の
収
録
・
放
映
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
縄
文
に
ハ
マ
る
人
々
』
の
公
開
上
映
、
関
連
し
た
講
演
会

と
し
て
千
歳
市
で
『
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
と
縄
文
に
ハ
マ
る
人
々
』
を
行
い
ま
し

た
。

　

高
瀬
准
教
授
は
、
サ
ハ
リ
ン
郷
土
博
物
館
お
よ
び
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
保
管

さ
れ
て
い
る
千
島
列
島
出
土
考
古
資
料
を
調
査
し
た
ほ
か
、
ヤ
ク
ー
ツ
ク
か
ら

新
石
器
時
代
を
専
門
と
す
る
ビ
ク
ト
ル
・
ジ
ャ
コ
ノ
フ
氏
を
招
聘
し
、
東
大
・

北
大
で
共
同
研
究
・
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
九
年
六
～
八

月
ま
で
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
博
士
課
程
院
生
エ
マ
・
ヤ
ス
イ
氏
を
日
本
学
術
振
興

会
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
者
と
し
て
招
へ
い
し
、
北
海
道
の
縄
文
石
器
の

残
存
デ
ン
プ
ン
分
析
を
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
ト
ロ
ン
ト
大

学
の
ゲ
ー
リ
ー
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
教
授
と
と
も
に
、
北
海
道
に
お
け
る
長
期
的

資
源
利
用
に
光
を
当
て
た
共
同
授
業
（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
）
の
試
み
を
は

じ
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
カ
ナ
ダ
で
も
北
大
の
学
生
を
対
象
と
し
た
同
様
の
授

業
（
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
テ
ラ
イ
ト
）
も
計
画
し
て
お
り
、
研
究
面
の
み
な
ら
ず
教

育
面
で
さ
ら
な
る
交
流
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
考
古
学
分
野
の
卒
業
・
修
了
生
は
、
学
部
生
が
二
名
、
博
士
が
一
名

で
し
た
。
と
く
に
今
泉
和
也
氏
は
久
し
ぶ
り
の
考
古
学
分
野
か
ら
の
博
士
学
位

取
得
者
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
二
〇
一
九

年
四
月
、
北
方
文
化
論
講
座
は
「
考
古
学
研
究
室
」
と
「
博
物
館
学
研
究
室
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
再
出
発
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
北
方
文
化
論
講

座
の
な
か
の
考
古
学
分
野
と
し
て
研
究
室
の
動
向
を
報
告
す
る
の
は
、
今
年
が

最
後
と
な
り
ま
す
。
来
年
は
、
歴
史
学
講
座
の
な
か
の
考
古
学
研
究
室
と
し

て
、
少
し
で
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。�

（
文
責　

高
瀬
）
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北
大
史
学
会
か
ら
の
お
願
い

　

当
会
の
財
政
状
況
改
善
と
業
務
迅
速
化
の
た
め
に
、
大
会
・
例
会
な
ど
の
御

案
内
を
、
ハ
ガ
キ
か
ら
E
メ
ー
ル
に
切
り
替
え
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、

件
名

　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
・
お
名
前

　
　
　
（
例
）
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
・
北
大
太
郎

本
文

　
　

①
お
名
前
・
ふ
り
が
な

　
　
　
（
例
）
北
大
太
郞
・
ほ
く
だ
い
た
ろ
う

　
　

②
住
所
（
郵
便
番
号
、
番
地
は
半
角
数
字
）

　
　
　
（
例
）
〒060-0810　

北
海
道
札
幌
市4-5-2202

　
　

③
電
話
番
号
（
半
角
数
字
、
ハ
イ
フ
ン
）

　
　
　
（
例
）011-706-xxxx

　
　

④
専
門
分
野

　
　
　
（
例
）
中
国
古
代
史

を
明
記
の
う
え
、
左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
E
メ
ー
ル
を
お
送
り
下
さ
い
。
順
次
、

E
メ
ー
ル
連
絡
に
切
り
替
え
て
参
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

hokudaishigaku@
gm
ail.com


